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１ 概論 ～アジアグループ全体の研究目的から～
２ これまでの研究の流れ ① ②
３ 研究の必要性の捉え方
４ 結論
５ 伊藤博文とは
６ 安重根を学んで

７ もし孫文が今に生きていたら ～孫文の研究を通じて～

８ 孫文と日本との関係を通して得られた教訓
９ 今後の全体的な課題
参考文献
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研究の目的

日中韓の‘偉人’から、過去から現在、未来へ連なる課題の
解決への糸口を学ぶこと

研究目的の理由

日中韓の「偉人」調査によって生じた様々な問いから
現在、未来に連なる手がかりが得られたから。

アジアダイナミズムについて

アジアダイナミズムが世界史の一部分を作っているだけではなく、
歴史がアジアダイナミズムを作り出していることがわかった。
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歴史的人物を年表にして候補選定

日中韓の５人の‘偉人’に絞り込み

日中韓の３人の‘偉人’に絞り込み

主なフィールドワーク先は、東京国立博物館
主催「孫文と梅屋庄吉～100年前の中国と日

本～」、神奈川大学主催「辛亥革命とアジアシ
ンポジウム」、孫文記念館
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歴史的人物の確定

人脈

決断力

将来性戦略性

信念

伊藤博文 孫文 安重根
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・循環型にすることにより、必要性の重要性が増す。
・仕組みを作る事が大切。

歴史的人物

を知る機会

人物を通し
ての新たな

歴史を知る

興味関心
歴史の捉え
方に広がり

が芽生える

新しい価値の

創造

必要性

過去の事例

現在にも応

用が出来る

未来への道
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日中韓それぞれの国を背負った‘三人の偉
人’の視点を通して、現在と未来に応用できる
ことを学ぶことができた。

３人から学んだことには類似する点もあれば、
異なる点もあった。

類似点は、「自己の理想」を実現するためには、
他者と意見や考え方を相互に分かち合うこと。
また、困難や苦難を乗り越える時に、自らが築
きあげた人間関係が大きな力になるということ。
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状況

• 日露戦争開戦直前の1904年1月～日露宣戦布告(2月10日)まで開戦か戦争

回避かをめぐり政府内では激論が度々交わされていた。

• そのなかで、伊藤は断じて日露協商の希望を捨てていなかった。背景の一つと

して、戦時財政の見通しが立っていなかったことがある。
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問

• 伊藤博文は開戦をなぜ固辞したのか?
• 伊藤博文は誰よりも状況把握に長けていたのではなかろうか?
• 伊藤博文の考えを理解した人物は?
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• 伊藤博文の考えを理解した人物は?

方向性

•日露戦争から伊藤博文の思想を伺い、「平和主義者」という一面を垣間見る事が

できた。

•伊藤博文の「価値観」を掘り下げる事ができた。

•伊藤は自己過信することなく、現状認識を徹底的に行った。
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•伊藤博文の「価値観」を掘り下げる事ができた。

•伊藤は自己過信することなく、現状認識を徹底的に行った。
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方向性

方向性

の深化

•伊藤博文は人的ネットワークを使い、「戦略的分析家」

•日本国がアジアの牽引役となる事に尽力
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加藤駿介
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安重根は日本を恨んでい
たのではなく、それにあた
ふたする母国の対応に憤り
を感じていた

ただ、彼が母国に対する
愛国心は今の人達も見習
うべきだ。

今後の課題として、彼と
は直接の関係性はないが
金玉均を調べていけば今
回見つけられなかった新た
な真実が発見できると考え
た。

安重根を学んで 今後の課題
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吉田敏子
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無欲的

広い視野

弱者の見方

「中国と台湾を作った人」
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国民党こそ中国を作った政党だ。

日中戦争がなければ、共産党の勢力は今ほど大きく
にならなかったはず。

今の中国に必要なのは、決断力、実行力、そし百年
先まで見えるリーダだ。

もし孫文が今にいたら、台湾の国民党を認めるだろう。
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宮崎 真
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本章の目的

本研究を通して

孫文と日本との関係史を通して様々な教訓を再び紐解くことである。

研究を通して、今後の日本と世界とのあり方についての示唆が得られた。

様々な歴史から何が学べるか、何を検証できるかを問いかける機会になった。
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主な５つの教訓

３ 共通善への問いかけ

１ 友情の拡大と深化

２ 時代や状況に対する認識を深めること

４ 海外から日本へ来る動機

５ 人間関係が大きな力になる
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孫文は、生涯で16回日本に訪問し、東京、横浜、名古屋、大阪、神戸、福岡、長崎、熊
本における政治家や知識人、自由民権運動家、経済人、地主などと多様ではある。

一方で孫文は、その他の地域や、経済的に豊かではない人々、日本政府の要人や政
治家との関わりは限られていた。

つまり、必ずしも友情で結ばれたものではなかった。

したがって、当時、中国人としてのアジアの連帯への願いは広く日本に伝わってい
なかった。この教訓から、友情を拡げるこということが大切だとわかる。

孫文と日本との関係が多様であったが、限定的であった。

多様で、限定的であったとは？

多様であったとは？

限定的だったとは？
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孫文孫文

宮崎弥蔵宮崎弥蔵
宮崎滔天宮崎滔天

宮崎民蔵宮崎民蔵

山田

良政

山田

良政
山田

純三郎

山田

純三郎
南方熊楠南方熊楠

梅屋庄吉梅屋庄吉

滝川儀作滝川儀作

その他その他

孫文と日本との関係を追うと、友情の深さに引き寄せられる。

孫文と日本の友人関係図

孫文にとって、この友情は、対話を通して深められた友情である。
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孫文は、亡命せざるを得なかっただけでなく、東アジアではじめて近代化された日
本に興味を抱き、革命の協力者が得られると思ったからである。

観光客として…

移民として

国民の同意

多重国籍の許可

権利と義務に関する法の確立と修正

食料など日常必需品の値下げなど

日本が観光立国として移民国家として発展するには？

何故、孫文は日本に来たのか？

海外の人が日本に来る動機
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ジャッキーチェーン主演 映画「1911(辛亥革命)」
・孫文は、人と人との関係を構築し、黄興は、革命を起こ
す為、第一線において活躍した。また、青年たちが中心と
なり国の変革に力を注いだ。

神奈川大学「辛亥革命」シンポジウム
その影には、海外の華僑の支えがあった。

A New Asia Seen from Japan-India Dialogue
(国際文化会館）
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それぞれの歴史的人物の思想を共有し、歴史的革命
を成し遂げることができた要因をさらに深く掘り下げ
る。

歴史的人物は、「光」の部分もしくは「影」の部分が印
象に残りやすいが、別の捉え方・考え方を模索する。

日本・中国・韓国3ヵ国の歴史的人物たちが、人的
ネットワークを構築するまでの「挫折や苦悩」をさらに
掘り下げる。

現代に繋がるべく、「挫折や苦悩」から学んだことを現
代的に解釈し、取り入れ、今後の国際的な信頼関係
構築に生かす。
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世界を知る力 寺島実郎著 PHP新書

20世紀から何を学ぶか 寺島実郎著 新潮選書

パリの周恩来 小倉和夫著 中央公論社

周恩来19歳の東京日記 矢吹 晋著 小学館文庫

毛沢東と周恩来 矢吹 晋著 講談社現代新書

日韓中の交流 吉田光男著 山川出版社

韓国現代史 木村 幹著 中公新書

韓国現代史 文 京朱著 岩波新書

中国歴史・文学人物図典 滝本浩之著 遊子艦

日中関係150年 山中辰雄 東方書店

満州近現代史 現代企画室 現代企画室

孤島見聞 陶菊 隠著 上海人民出版社

戦争の日本近現代史 加藤陽子著 講談社現代新書

アジア動向年表2009 アジア経済研究所編 日本貿易振興機構アジア経済研究所研
究支援部
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伊藤博文と韓国併合 海野福寿著 青木書店

周恩来秘録 高文 謙著 文藝春秋

毛沢東の私生活 李 志綏著 文春文庫

孫文武装蜂起 陳 舜臣著 中公新書

孫文辛亥への道 陳 舜臣著 中公新書

孫文‐100年先を見た男 田所竹彦著 新人物文庫

宋姉妹

‐中国を支配した華麗なる一族 伊藤 純・伊藤 真 著 角川文庫

• 孫文と袁世凱 横山 宏章著 岩波書店

-中華統合の夢

• 革命家 北一輝 豊田 穣著 講談社文庫

• 藤野先生と魯迅 藤野先生と魯迅刊行委員会 東北大学
出版社

• 石原莞爾その虚飾 佐高 信著 講談社文庫

• 孫文を支えた日本人 保坂 正康 ちくま文庫

• 田中角栄研究-全記録 立花 隆著 講談社文庫
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